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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
世
界
の
波
乱
事
件

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
３
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ｋ
ａ
－
ｓ
ａ
?

【
あ
ら
す
じ
】

　
ご
く
ご
く
平
和
な
日
常
に
大
き
な
陰
謀
が
忍
び
寄
る
。
３
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
と

周
囲
の
人
物
や
オ
リ
キ
ャ
ラ
が
若
干
の
ギ
ャ
グ
要
素
も
含
み
な
が
ら
発
展
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
。
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第
１
話
、
＆
ｌ
ｔ
；
波
乱
事
件
の
予
兆
＆
ｇ
ｔ
；
（
前
書
き
）

初
掲
載
で
す
。
も
の
足
ら
ぬ
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
１
話
、
＆
ｌ
ｔ
；
波
乱
事
件
の
予
兆
＆
ｇ
ｔ
；

１と
あ
る
男
子
寮
の
一
室
、
暗
い
中
に
テ
レ
ビ
の
画
面
だ
け
が
光
り
輝
い
て
い
る
。

そ
の
部
屋
の
窓
際
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ベ
ッ
ド
に
布
団
が
丸
ま
っ
て
乗
っ
か
っ

て
い
る
。

ピ
ピ
ピ
ッ
、
と
目
覚
ま
し
が
鳴
る
と
布
団
が
モ
ゾ
モ
ゾ
と
動
き
始
め
た
。

函
南
「
ふ
ぁ
ぁ
ぁ
～
～
・
・
よ
く
寝
た
・
・
・
」

布
団
か
ら
出
て
き
て
身
体
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
伸
ば
し
た
の
は
、
函
南
　
尚

輝
で
あ
る
。

函
南
は
ケ
ー
タ
イ
を
開
い
て
ギ
ョ
ッ
と
し
た
。

親
友
の
二
人
と
の
待
ち
合
わ
せ
時
間
の
七
分
前
だ
っ
た
の
だ
。

急
い
で
パ
ジ
ャ
マ
か
ら
私
服
に
着
替
え
、
朝
食
を
済
ま
せ
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
部

屋
を
出
て
行
っ
た
。

数
分
後

函
南
「
ハ
ァ
・
・
ハ
ァ
・
・
ゴ
メ
ン
、
ゴ
メ
ン
！
」

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
走
っ
て
き
た
函
南
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
謝
っ
た
。

咲
来
「
全
く
・
・
・
遅
ぇ
ぞ
！
」
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皆
方
「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
函
南
も
謝
っ
て
る
事
だ
し
さ
ぁ
、
許
し
て
あ
げ
よ
ぉ
よ
？
」

こ
の
三
人
が
集
ま
る
と
馬
鹿
騒
ぎ
す
る
事
が
目
に
見
え
て
い
る
。
な
の
で
、

市
導
「
馬
鹿
騒
ぎ
し
た
ら
風
紀
委
員
に
通
報
す
る
か
ら
注
意
し
て
ね
（
ニ
コ
ッ
）

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

」し
っ
か
り
者
の
市
導
が
監
視
役
と
し
て
来
て
い
た
。

と
い
い
っ
て
も
一
番
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
の
は
市
導
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
今

日
の
目
的
は
遊
園
地
だ
か
ら
だ
。

＞
パ
ラ
レ
ル
ス
ウ
ィ
ー
ツ
パ
ー
ク
＜
、
最
近
は
ま
ぁ
ま
ぁ
の
人
気
を
誇
る
テ
ー

マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。

市
導
「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
早
く
行
か
な
い
？
」

市
導
が
ノ
リ
ノ
リ
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
早
く
行
き
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し

て
い
る
よ
う
だ
。

函
南
「
じ
ゃ
あ
、
行
く
か
。
」

２学
園
都
市
の
路
地
裏
の
暗
闇
。
遂
、
先
程
ま
で
は
銃
声
が
響
い
て
い
た
路
地
裏

だ
。

？
『
お
疲
れ
様
で
す
、
一
方
通
行
。
後
の
処
理
は
我
々
に
お
任
せ
を
』

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

１
人
の
少
年
の
持
つ
携
帯
電
話
か
ら
の
声
だ
。

一
方
通
行
「
切
る
ぞ
、
海
原
」
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学
園
都
市
の
、
超
能
力
者
（
レ
ベ
ル
５
）
の
、
頂
点
で
あ
る
１
人
の
少
年
、
一

方
通
行
は
乱
暴
に
携
帯
電
話
を
切
っ
た
。

彼
は
暗
部
組
織
で
あ
る
＞
グ
ル
ー
プ
＜
の
構
成
員
だ
。
目
的
は
、
各
構
成
員
で

異
な
っ
た
り
す
る
の
だ
が
。

一
方
通
行
「
さ
ァ
て
、
さ
っ
さ
と
帰
る
か
」

彼
は
現
代
風
の
デ
ザ
イ
ン
の
杖
を
拾
い
、
歩
き
始
め
た
。
そ
ん
な
一
方
通
行
の

耳
に
ス
ニ
ー
カ
ー
の
足
音
が
届
い
た
。

？
「
久
し
振
り
だ
に
ゃ
～
、
一
方
通
行
」

逆
立
て
た
金
髪
に
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
、
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
サ
ン
グ
ラ
ス
。
誰
が

ど
う
見
て
も
ガ
ラ
の
悪
い
不
良
だ
。

一
方
通
行
「
土
御
門
ォ
・
・
・
何
の
用
だ
ァ
？
」

土
御
門
　
元
春
の
サ
ン
グ
ラ
ス
が
僅
か
な
光
を
反
射
す
る
。

つ
ち
み
か
ど

も
と
は
る

土
御
門
「
＞
グ
ル
ー
プ
＜
外
の
話
だ
が
・
・
・
お
前
の
知
る
、
木
原
一
族
に
つ

い
て
ぜ
よ
」

木
原
一
族
に
は
現
在
、
行
方
不
明
の
木
原
　
数
多
や
、
テ
レ
ス
テ
ィ
ー
ナ
＝
木

き
は
ら

あ
ま
た

原
＝
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
木
原
　
幻
生
、
木
原
　
那
由
他
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

き
は
ら

げ
ん
せ
い

き
は
ら

な
ゆ
た

あ
る
程
度
の
情
報
は
、
先
程
の
通
話
相
手
の
海
原
　
光
貴
か
ら
聞
い
て
い
る
。

う
な
ば
ら

み
つ
き

土
御
門
「
最
近
、
学
園
都
市
内
で
木
原
一
族
の
１
人
、
木
原
　
封
記
っ
て
奴
の

き
は
ら

ふ
う
き

動
向
が
怪
し
い
ん
だ
に
ゃ
。
ソ
イ
ツ
は
決
し
て
科
学
サ
イ
ド
っ
て
訳
じ
ゃ
な
い

ん
だ
ぜ
い
。
魔
術
サ
イ
ド
だ
に
ゃ
。
だ
が
家
系
が
研
究
者
な
だ
け
に
科
学
に
つ
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い
て
は
、
豊
富
な
知
識
を
有
し
て
い
る
ん
だ
に
ゃ
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
海
原

に
勝
っ
て
い
る
ん
だ
に
ゃ
。
原
典
を
持
っ
て
い
て
魔
術
を
使
う
、
た
だ
１
人
木

原
一
族
だ
ぜ
い
。
」

多
重
ス
パ
イ
と
し
て
活
躍
す
る
土
御
門
は
、
多
く
の
情
報
源
か
ら
必
要
量
だ
け

を
選
ん
で
情
報
を
得
て
い
る
ら
し
い
。

一
方
通
行
「
へ
ェ
・
・
・
な
か
な
か
面
白
ェ
話
じ
ャ
ァ
ね
ェ
か
。
だ
が
、
今
の

俺
と
何
の
関
係
が
あ
る
？
」

土
御
門
「
ソ
イ
ツ
は
＞
神
の
右
席
＜
に
介
入
、
そ
の
後
は
学
園
都
市
に
も
出
入

り
し
て
い
る
ぜ
よ
。
そ
し
て
、
と
あ
る
作
戦
の
為
に
最
終
信
号
を
利
用
し
よ
う

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

と
し
て
い
る
っ
て
訳
だ
に
ゃ
」

一
方
通
行
は
舌
を
出
し
、
唇
を
舐
め
る
。

一
方
通
行
「
良
い
度
胸
じ
ャ
ァ
ね
ぇ
か
ァ
・
・
・
あ
の
ガ
キ
に
は
俺
が
い
る
っ

て
事
を
分
か
ら
せ
て
や
る
よ
」

３と
あ
る
男
子
寮
。
風
呂
場
か
ら
出
て
き
た
の
は
上
条
　
当
麻
で
あ
る
。

か
み
じ
ょ
う

と
う
ま

上
条
「
い
や
～
、
我
な
が
ら
良
く
寝
ま
し
た
っ
と
。
っ
て
・
・
・
ギ
ク
ゥ
ゥ
！
」

床
に
１
人
の
純
白
の
シ
ス
タ
ー
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
上
条
か
ら
す
る
と
、
あ

か
ら
さ
ま
に
不
幸
の
に
お
い
が
す
る
。

上
条
「
あ
の
～
・
・
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
さ
ん
？
何
故
、
そ
こ
に
倒
れ
て
い
る
の

で
せ
う
か
？
」
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純
白
の
シ
ス
タ
ー
が
、
ギ
ギ
ギ
ッ
と
い
う
効
果
音
と
共
に
ゆ
っ
く
り
顔
を
あ
げ

た
。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
ね
ぇ
、
と
う
ま
？
今
、
何
時
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
？
」

上
条
「
え
～
っ
と
ぉ
～
～
～
・
・
・
・
午
後
の
・
・
・
二
時
・
・
で
す
・
・
・
」

そ
の
瞬
間
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
恐
る
べ
き
跳
躍
力
を
見
せ
た
。
ほ
と
ん
ど
床
に

ピ
ッ
タ
リ
と
つ
い
て
い
た
状
態
か
ら
、
そ
の
ま
ま
上
条
の
頭
に
噛
み
付
け
る
程

の
跳
躍
力
を
。

上
条
「
ギ
ャ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
不
幸
だ
ぁ
～
～
！
！
！
！
！
」

上
条
は
起
き
て
早
々
に
こ
ん
な
に
痛
い
目
に
遭
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
疑
問

に
思
っ
た
。
だ
が
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
と
う
ま
～
！
ご
飯
を
早
く
出
し
て
ほ
し
い
か
も
！
」

こ
の
大
食
い
シ
ス
タ
ー
か
ら
逃
げ
る
事
は
出
来
な
い
。

上
条
「
は
い
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
よ
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
さ
ん
」

渋
々
、
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
っ
た
上
条
だ
っ
た
が
、
１
つ
の
違
和
感
を
感
じ
た
。

上
条
「
無
い
！
れ
っ
冷
蔵
庫
の
中
身
が
・
・
・
キ
レ
イ
サ
ッ
パ
リ
と
消
え
去
っ

て
い
る
！
俺
が
食
べ
る
筈
だ
っ
た
黒
蜜
プ
リ
ン
を
含
め
て
・
・
・
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
！
冷
蔵
庫
の
中
身
、
食
っ
た
ろ
！
？
」

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
ん
～
～
～
～
～
～
・
・
・
・
テ
ヘ
ッ
（
ニ
コ
ッ
）
」



8

上
条
「
は
ぁ
ぁ
～
～
～
・
・
・
不
幸
だ
・
・
・
」

ピ
ン
ポ
ー
ン

上
条
が
す
っ
か
り
肩
を
落
と
し
て
い
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
っ
た
。

上
条
「
あ
っ
、
は
い
は
い
。
今
、
出
る
か
ら
な
！
」

良
か
っ
た
ぁ
～
助
か
っ
た
ぁ
～
、
と
嬉
し
泣
き
し
な
が
ら
ド
ア
へ
向
か
っ
て
い

く
上
条
。

と
あ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
を
知
ら
ず
に
。
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第
２
話
、
＆
ｌ
ｔ
；
波
乱
事
件
の
足
音
＆
ｇ
ｔ
；

１と
あ
る
男
子
寮
の
一
室
で
上
条
　
当
麻
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
っ
た
為
、
玄
関

か
み
じ
ょ
う

と
う
ま

の
扉
を
開
け
た
。
す
る
と
、

上
条
「
あ
れ
？
イ
タ
ズ
ラ
か
？
・
・
・
で
も
男
子
寮
だ
か
ら
な
・
・
・
も
し
か

し
て
土
御
門
か
！
？
」

そ
う
思
い
、
上
条
は
隣
の
部
屋
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
し
た
が
、
応
答
が
な
い
。

ど
う
や
ら
居
な
い
ら
し
い
。

自
分
の
部
屋
へ
戻
る
為
、
上
条
が
振
り
向
く
と
扉
に
一
つ
の
茶
封
筒
が
立
て
掛

け
て
あ
っ
た
。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
と
～
ま
～
！
お
腹
へ
っ
た
ぁ
～
～
！
」

叫
び
な
が
ら
部
屋
か
ら
出
て
き
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
横
目
に
上
条
は
茶
封
筒
を

開
け
た
。

中
に
は
明
ら
か
に
古
そ
う
な
便
せ
ん
が
数
枚
、
入
っ
て
い
た
。

拝
啓
、
初
め
ま
し
て
。
私
の
名
前
は
木
原
　
封
記
と
い
い
ま
す
。

き
は
ら

ふ
う
き

上
条
さ
ん
の
御
話
を
元
同
僚
の
右
方
の
フ
ィ
ア
ン
マ
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
是
非
、

御
手
合
わ
せ
願
い
た
い
も
の
で
す
が
、

今
回
は
別
件
で
す
。
私
た
ち
＞
神
の
右
席
＜
は
ロ
ー
マ
正
教
か
ら
独
立
致
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、

新
生
＞
神
の
右
席
＜
は
第
一
歩
と
し
て
貴
方
達
、
上
条
勢
力
を
排
除
し
ロ
ー
マ

正
教
、
イ
ギ
リ
ス
清
教
、
ロ
シ
ア
成
教
の

十
字
教
旧
教
三
大
宗
派
へ
の
牽
制
、
及
び
忠
告
と
さ
せ
て
頂
く
方
針
と
な
り
ま

し
た
。
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名
の
あ
る
人
か
ら
言
え
ば
、
禁
書
目
録
や
神
裂
　
火
織
さ
ん
、
科
学
サ
イ
ド
で

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

か
ん
ざ
き

か
お
り

い
え
ば
、

御
坂
　
美
琴
さ
ん
等
、
魔
術
サ
イ
ド
、
科
学
サ
イ
ド
関
係
な
く
排
除
さ
せ
て
頂

み
さ
か

み
こ
と

き
ま
す
。

で
は
、
後
ほ
ど
。

２常
盤
台
中
学
の
超
電
磁
砲
こ
と
、
御
坂
　
美
琴
は
公
園
の
中
に
あ
る
自
動
販
売

レ
ー
ル
ガ
ン

機
に
蹴
り
を
入
れ
て
い
た
。

美
琴
「
ヤ
シ
の
実
サ
イ
ダ
ー
、
ゲ
ッ
ト
～
?
」

上
機
嫌
で
ベ
ン
チ
し
座
り
、
ヤ
シ
の
実
サ
イ
ダ
ー
を
飲
む
美
琴
。
そ
こ
に
後
ろ

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

？
「
み
～
さ
～
か
～
さ
ん
！
」

ベ
ン
チ
の
後
ろ
か
ら
顔
を
出
し
た
の
は
佐
天
　
涙
子
だ
。
そ
の
隣
に
は
初
春
　

さ
て
ん

る
い
こ

う
い
は
る

飾
利
が
い
る
。

か
ざ
り

美
琴
「
佐
天
さ
ん
と
初
春
さ
ん
！
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
な
い
で
よ
～
」

佐
天
「
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
」

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
言
う
佐
天
を
見
れ
ば
、
嘘
だ
と
い
う
事
は
バ
レ
バ
レ
だ
。

美
琴
「
あ
れ
？
初
春
さ
ん
、
黒
子
は
？
風
紀
委
員
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

初
春
「
あ
ぁ
、
そ
れ
な
ら
・
・
・
」
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そ
の
瞬
間
、
シ
ュ
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
。
続
い
て
美
琴
に
と
っ
て
聞
き
慣

れ
た
声
も
聞
こ
え
た
。

？
「
う
～
い
～
は
～
る
！
ま
た
仕
事
か
ら
抜
け
出
し
た
ん
で
す
の
！
？
」

美
琴
の
女
子
寮
で
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
、
白
井
　
黒
子
だ
。
大
能
力
者
（
レ
ベ
ル

し
ら
い

く
ろ
こ

４
）
の
空
間
移
動
の
能
力
を
持
ち
、
風
紀
委
員
で
重
宝
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

テ
レ
ポ
ー
ト

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

黒
子
「
行
く
で
す
の
！
初
春
！
」

初
春
「
う
わ
ぁ
～
ん
、
新
作
パ
フ
ェ
食
べ
た
か
っ
た
の
に
～
」

黒
子
は
初
春
の
襟
を
掴
む
と
空
間
移
動
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。

テ
レ
ポ
ー
ト

佐
天
「
な
ん
か
・
・
・
風
紀
委
員
も
大
変
で
す
ね
・
・
・
」

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

美
琴
「
そ
、
そ
う
ね
・
・
・
」

３次
の
日
に
な
り
、
上
条
は
と
あ
る
高
校
へ
向
か
っ
た
。
ま
ぁ
、
登
校
中
に
も
様

々
な
不
幸
な
目
に
遭
っ
た
の
だ
が
。

上
条
「
や
っ
・
・
や
っ
と
着
・
・
・
い
た
・
・
・
」

全
身
全
霊
フ
ル
パ
ワ
ー
を
使
い
果
た
し
、
席
に
着
く
な
り
机
に
塞
ぎ
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

？
「
上
や
～
ん
、
相
変
わ
ら
ず
の
不
幸
オ
ー
ラ
や
ん
。
」
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こ
の
似
非
関
西
人
は
、
青
髪
ピ
ア
ス
（
本
名
不
明
）
だ
。

上
条
「
し
ょ
ー
が
な
い
で
せ
う
、
三
輪
車
に
引
か
れ
た
り
、
ゴ
ミ
収
集
車
に
激

突
さ
れ
た
り
・
・
・
」

そ
の
時
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。
ま
る
で
計
っ
た
様
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
月
詠
　

つ
く
よ
み

小
萌
が
教
室
に
入
っ
て
き
た
。

こ
も
え

学
園
都
市
の
七
不
思
議
に
登
録
さ
れ
る
程
の
身
長
で
、
１
３
５
ｃ
ｍ
し
か
な
い
。

小
萌
「
は
～
い
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
始
め
る
で
す
よ
～
」

甲
高
い
声
が
教
室
に
響
い
た
。
上
条
は
窓
の
外
を
眺
め
な
が
ら
思
う
。

上
条
「
（
あ
の
封
筒
・
・
・
一
体
何
な
ん
だ
？
）
」

ボ
ー
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
、
席
替
え
で
隣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
吹
寄
　
制
理
が

ふ
き
よ
せ

せ
い
り

小
さ
い
声
で
話
掛
け
て
き
た
。

吹
寄
「
（
上
条
当
麻
！
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
集
中
し
な
さ
い
！
）
」

上
条
「
（
木
原
っ
て
日
本
人
だ
よ
な
・
・
・
？
ソ
イ
ツ
が
何
で
＞
神
の
右
席
＜

な
ん
か
に
？
）
」

吹
寄
「
（
き
っ
、
聞
い
て
る
の
か
？
！
上
条
当
麻
！
）
」

上
条
「
（
待
て
よ
・
・
・
＞
神
の
右
席
＜
っ
て
事
は
、
あ
と
三
人
居
る
の
か
！

？
）
」

そ
の
瞬
間
、
ビ
キ
ッ
と
嫌
な
音
が
し
て
吹
寄
の
こ
め
か
み
に
青
筋
が
浮
か
ぶ
。
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そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
吹
寄
が
立
ち
上
が
っ
た
。

吹
寄
「
小
萌
先
生
！
上
条
当
麻
が
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
集
中
し
て
い
な
い
の
で
裁

き
を
加
え
ま
す
っ
！
」

上
条
「
え
っ
？
」

小
萌
「
だ
っ
駄
目
で
す
よ
っ
！
吹
寄
ち
ゃ
・
・
・
」

次
の
瞬
間
、
上
条
の
目
の
前
に
広
い
額
が
。
次
に
鈍
い
音
が
聞
こ
え
て
、
上
条

は
気
を
失
っ
た
。

４数
分
経
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
上
条
は
保
健
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
目
を
覚
ま
し
た
。

上
条
「
俺
は
・
・
・
？
吹
寄
に
や
ら
れ
た
ん
だ
っ
た
・
・
・
で
、
ア
ン
タ
達
は

誰
？
」

隣
に
座
っ
て
い
た
二
人
組
の
少
年
少
女
に
ご
く
ご
く
自
然
に
聞
い
た
。

函
南
「
あ
ぁ
、
俺
は
函
南
　
尚
輝
。
」

か
ん
な
み

な
お
き

市
導
「
私
は
市
導
　
嵩
奈
。
先
生
に
強
引
に
押
し
付
け
ら
れ
て
面
倒
見
る
羽
目

い
ち
ど
う

し
ゅ
う
な

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
」

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
上
条
は
純
粋
に
思
っ
た
事
を
口
に
出
す
。

上
条
「
二
人
は
・
・
・
恋
人
な
の
か
？
」

そ
の
瞬
間
、
市
導
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
否
定
す
る
。
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市
導
「
ち
っ
ち
違
う
よ
っ
?
・
・
・
・
・
ま
ぁ
、
確
か
に
尚
輝
の
事
は
好
き
・
・

・
だ
け
ど
さ
ぁ
」

市
導
は
赤
面
状
態
の
ま
ま
、
函
南
の
方
を
見
た
が
、
函
南
は
腕
を
組
ん
で
眠
っ

て
い
た
。

す
る
と
鐘
の
様
な
、
ゴ
ォ
ー
ン
と
い
う
音
と
共
に
函
南
が
飛
び
起
き
た
。

函
南
「
痛
っ
っ
っ
っ
て
ぇ
ぇ
！
！
何
す
ん
だ
よ
！
市
導
さ
ん
！
」

さ
っ
き
の
鐘
の
様
な
音
は
市
導
が
殴
っ
た
音
だ
。
そ
の
市
導
は
、
「
せ
っ
か
く

言
え
た
の
に
・
・
・
」
と
ブ
ツ
ブ
ツ
呟
い
て
い
る
が
、
上
条
に
は
聞
こ
え
な
か

っ
た
。
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＆
ｌ
ｔ
；
波
乱
事
件
の
産
声
＆
ｇ
ｔ
；

１保
健
室
か
ら
上
条
　
当
麻
は
出
て
き
た
。
隣
に
は
先
程
ま
で
世
話
し
て
く
れ
た
、

か
み
じ
ょ
う

と
う
ま

函
南
　
尚
輝
と
市
導
　
嵩
奈
が
い
る
。
ど
う
や
ら
上
条
と
隣
の
ク
ラ
ス
ら
し
い
。

か
ん
な
み

な
お
き

い
ち
ど
う

し
ゅ
う
な

上
条
「
ホ
ン
ト
、
世
話
に
な
っ
た
な
。
あ
り
が
と
う
」

市
導
「
い
～
よ
、
先
生
に
頼
ま
れ
た
だ
け
だ
し
」

そ
う
し
て
渡
り
廊
下
で
別
れ
た
の
だ
が
、
何
故
か
函
南
が
市
導
に
頭
を
下
げ
て
、

こ
ち
ら
に
走
っ
て
来
た
。

上
条
「
ど
っ
、
ど
う
し
た
？
」

函
南
は
若
干
、
息
を
切
ら
し
て
い
た
。
だ
が
、
彼
の
口
は
思
っ
た
よ
り
滑
ら
か

に
動
い
た
。

函
南
「
右
方
の
フ
ィ
ア
ン
マ
を
打
ち
砕
い
た
右
手
を
も
う
少
し
見
た
く
て
な
」

上
条
「
ッ
！
」

上
条
は
息
を
呑
ん
だ
。
ま
さ
か
こ
の
高
校
で
自
分
と
土
御
門
以
外
に
そ
の
名
を

知
っ
て
い
る
者
が
い
る
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
上
条
を
見

て
、
函
南
は
薄
笑
い
を
浮
か
べ
る
。

函
南
「
＞
幻
想
殺
し
＜
・
・
・
い
か
な
る
異
能
の
問
答
無
用
で
打
ち
消
す
力
・
・

・
だ
ろ
？
」
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上
条
「
何
で
・
・
・
？
」

函
南
「
俺
の
所
属
は
＞
必
要
悪
の
教
会
＜
。
ア
ン
タ
の
知
っ
て
る
、
土
御
門
　

つ
ち
み
か
ど

元
春
と
同
じ
よ
う
に
、
ス
パ
イ
と
し
て
学
園
都
市
に
来
て
る
。
ダ
ブ
ル
ス
パ
イ

も
と
は
る

を
こ
な
す
程
、
器
用
で
は
な
い
け
ど
な
」

頬
に
着
い
て
い
る
大
き
な
絆
創
膏
を
掻
き
な
が
ら
函
南
は
言
っ
た
。
良
く
見
る

と
、
金
の
首
飾
り
を
着
け
て
い
て
形
状
は
十
字
架
だ
。

函
南
「
上
条
、
い
ま
す
ぐ
こ
の
学
園
都
市
か
ら
出
て
い
け
。
な
ん
な
ら
力
づ
く

で
も
い
い
け
ど
な
」

上
条
は
ガ
リ
っ
、
と
い
う
音
を
聞
い
た
。
だ
が
、
自
分
自
身
が
歯
軋
り
し
た
音

だ
と
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

上
条
「
テ
メ
ェ
・
・
・
何
様
の
つ
も
り
だ
・
・
・
？
テ
メ
ェ
が
＞
必
要
悪
の
教

会
＜
な
ら
分
か
っ
て
ん
だ
ろ
？
こ
の
学
園
都
市
に
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
も
い
る
し
、

友
達
も
い
る
。
な
の
に
、
何
で
出
て
い
か
ね
ぇ
と
い
け
ね
ぇ
ん
だ
！
」

函
南
「
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
０
１
３
・
・
・
ま
ぁ
、
色
々
あ
っ
て
意
味
ま
で
説
明
し

た
か
無
い
ん
で
、
省
か
せ
て
も
ら
う
ぞ
」

そ
の
瞬
間
、
函
南
の
懐
か
ら
ル
ー
ン
の
刻
ま
れ
た
カ
ー
ド
が
ば
ら
撒
か
れ
た
。

そ
し
て
函
南
は
呟
く
。

函
南
「
世
界
を
構
成
す
る
五
大
元
素
の
一
つ
、
偉
大
な
る
始
ま
り
の
炎
よ
　
そ

れ
は
生
命
を
育
む
恵
み
の
光
に
し
て
、
邪
悪
を
罰
す
る
裁
き
の
光
な
り
。
そ
れ

は
穏
や
か
な
幸
福
を
満
た
す
と
同
時
、
冷
た
き
闇
を
滅
す
る
凍
え
る
不
幸
な
り
。

そ
の
名
を
炎
、
そ
の
役
は
剣
。
具
現
せ
よ
、
我
が
身
を
喰
い
て
力
と
為
せ
」
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上
条
は
知
っ
て
い
る
。
こ
の
魔
術
は
ス
テ
イ
ル
＝
マ
グ
ヌ
ス
が
使
う
魔
術
・
・
・

上
条
「
魔
術
っ
て
・
・
・
能
力
開
発
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
け
た
か
ら
使
え
な

い
筈
じ
ゃ
・
・
・
」

函
南
「
俺
は
無
能
力
者
の
現
状
維
持
だ
。
傷
付
い
て
い
な
い
状
態
を
維
持
す
れ

チ
ェ
ン
ジ
レ
ス

ば
何
と
も
な
い
。
そ
れ
以
外
に
能
力
は
発
揮
出
来
な
い
け
ど
な
」

ま
た
も
函
南
は
薄
く
笑
い
、
叫
ぶ
。

函
南
「
い
で
よ
！
魔
女
狩
り
の
王
！
」

２暗
い
路
地
裏
で
十
人
程
の
不
良
が
倒
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
に
立
っ
て
い
る
一

人
の
＞
漢
＜
。

？
「
っ
た
く
！
最
近
の
こ
う
い
う
輩
は
根
性
が
足
ら
ね
え
！
い
や
、
我
慢
か
？

！
我
慢
な
の
か
？
！
」

学
ラ
ン
に
鉢
巻
、
旭
日
旗
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
し
た
＞
漢
＜
が
騒
い
で
い
る
の
を
尻

目
に
一
方
通
行
は
、
そ
の
路
地
裏
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
目
的
の
場
所
は
、
大

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
一
室
。
情
報
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
木
原
　

き
は
ら

封
記
が
い
る
。
打
ち
止
め
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）
を
守
る
為
に
倒
さ
な
け
れ
ば

ふ
う
き

な
ら
な
い
相
手
だ
。

？
「
で
、
な
ん
で
ミ
サ
カ
も
駆
り
出
さ
れ
て
ん
の
？
」

一
方
通
行
の
隣
に
は
番
外
個
体
が
い
る
。

ミ
サ
カ
ワ
ー
ス
ト
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一
方
通
行
「
一
応
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
少
、
疎
い
テ
メ
ェ
が
い
た
場
合
、

逆
探
知
さ
れ
る
事
が
あ
ろ
う
が
関
係
無
く
な
ン
だ
ろ
。
あ
の
ガ
キ
を
利
用
し
よ

ォ
と
し
て
る
奴
だ
ァ
・
・
・
何
を
仕
組
ン
で
る
か
、
分
か
ン
ね
ェ
か
ら
な
ァ
」

そ
の
時
、
前
か
ら
カ
ツ
ン
、
と
い
う
革
靴
の
音
が
反
響
し
て
き
た
。
一
方
通
行

は
前
方
を
見
る
が
、
暗
闇
で
何
も
見
え
な
い
。

一
方
通
行
「
お
い
、
電
磁
波
で
前
を
見
て
み
ろ
」

番
外
個
体
「
何
で
ミ
サ
カ
が
・
・
・
」

一
方
通
行
「
良
い
か
ら
早
く
し
や
が
れ
！
」

渋
々
応
じ
た
番
外
個
体
だ
っ
た
が
、
次
の
瞬
間
、
表
情
か
ら
余
裕
が
消
え
た
。

？
「
こ
り
ゃ
あ
、
御
初
に
一
方
通
行
と
番
外
個
体
」

暗
闇
か
ら
出
て
き
た
の
は
一
人
の
男
だ
っ
た
。
２
ｍ
は
あ
る
で
あ
ろ
う
長
身
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
足
長
体
型
。
身
体
は
痩
せ
て
い
る
。
髪
は
黒
く
、
短
い
。

瞳
の
色
は
、
不
自
然
な
赤
色
。
服
装
は
紺
の
ジ
ー
パ
ン
に
白
い
Ｙ
シ
ャ
ツ
と
い

う
ラ
フ
な
格
好
だ
が
、
ジ
ー
パ
ン
に
は
派
手
な
ダ
メ
ー
ジ
加
工
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
の

袖
は
解
れ
て
い
る
。
年
齢
は
２
０
歳
前
後
だ
ろ
う
。

？
「
俺
は
、
木
原
　
封
記
っ
つ
ー
ん
だ
が
、
あ
る
意
味
で
は
仮
の
名
前
だ
な
。

今
は
、
木
原
　
鍼
騎
っ
て
の
が
正
し
ー
ん
だ
が
、
お
前
に
と
っ
て
は
ど
ー
で
も

き
は
ら

は
り
き

い
ー
ん
だ
ろ
？
一
方
通
行
？
」

一
方
通
行
「
あ
ァ
、
そ
の
と
ォ
り
！
よ
ォ
く
分
か
っ
て
ン
じ
ゃ
ね
ェ
か
！
」

一
方
通
行
は
首
筋
の
電
極
手
を
掛
け
る
。
そ
し
て
驚
異
的
な
速
さ
で
鍼
騎
に
詰
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め
寄
る
。
一
方
通
行
の
拳
が
鍼
騎
に
叩
き
付
け
ら
れ
る
・
・
・
筈
だ
っ
た
の
だ

が
、
＞
ベ
ク
ト
ル
を
変
換
す
る
能
力
＜
を
無
視
さ
れ
て
、
鍼
騎
に
拳
を
掴
ま
れ

る
。

鍼
騎
「
黙
れ
、
小
童
が
」

そ
の
瞬
間
、
ま
た
も
＞
ベ
ク
ト
ル
を
変
換
す
る
能
力
＜
を
無
視
さ
れ
、
鍼
騎
の

脚
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

一
方
通
行
「
グ
ァ
・
・
ガ
ァ
・
・
・
・
・
ク
ソ
ッ
た
れ
が
ァ
！
」

吹
き
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
方
通
行
は
空
中
で
ベ
ク
ト
ル
を
変
換
し
、
ま
た

も
鍼
騎
の
方
へ
向
か
っ
て
い
く
。

鍼
騎
「
っ
た
く
、
だ
か
ら
さ
ー
」

呆
れ
た
様
子
で
鍼
騎
は
口
を
開
き
な
が
ら
右
掌
も
開
い
た
。
そ
の
掌
に
は
一
つ

の
魔
法
陣
が
。

鍼
騎
「
黙
れ
っ
て
ん
だ
、
ク
ソ
小
童
！
」

魔
法
陣
が
黒
く
光
り
始
め
、
辺
り
を
包
み
込
ん
だ
。
す
る
と
、
一
方
通
行
が
勢

い
そ
の
ま
ま
に
地
面
に
落
ち
、
五
回
程
バ
ウ
ン
ド
し
た
。
一
方
通
行
は
血
反
吐

を
吐
き
な
が
ら
、

一
方
通
行
「
ク
ッ
ソ
ォ
た
れ
が
ァ
・
・
・
何
な
ん
だ
、
そ
の
紋
章
み
て
ェ
な
の

は
ァ
？
！
」

鍼
騎
は
恐
ろ
し
い
威
圧
感
と
共
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
言
っ
た
。
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鍼
騎
「
＞
幻
想
殺
し
＜
っ
つ
ー
の
は
知
っ
て
ん
か
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

とある世界の波乱事件
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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